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　湧ゆう湧くわく体験塾では７月22日
に湧別川の開盛頭首工で「川釣り」に挑
戦しました。天候に恵まれ、町内の４年
生から６年生の24名の塾生が「川釣
り・川遊び」体験をしました。ゆうべつ
アウトドアクラブＹＵ－ＰＡＬの絹張洋
史会長をはじめ３名の会員による指導で、
竿の持ち方や針の持ち方、えさのイクラ
の付け方など教わり、釣り方のコツをつ
かんでいました。
　初めて釣りをする子どもたちも多くい
ましたが、たくさんの魚を釣り上げるこ
とができました。釣った魚はキャッチ＆
リリースで川に戻しました。中には、サワガニを釣り上げた子もいました。浅瀬ではたくさん
の小魚が泳いでいる様子が見られました。子どもたちは笑顔で活動しながら、湧別の豊かな自
然を実感していました。
　体験塾では、地域の皆様とのつながりを大切にしながら、地域の自然や文化、スポーツや科
学等多くの分野の体験を通してコミュニケーション能力を高め、たくましく豊かな心をはぐく

むことを目標に活動しています。皆様のお住いの地域の近
くで活動しているかもしれません。見かけたときは、どう
ぞよろしくお願いします。

“休みの日、何をして楽しもう？”湧ゆう湧くわく体験塾～好天のもと、川釣り・川遊び体験～
少年は町の未来 夢に向かって力をつけよう　～少年教育推進目標～
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令和５年度子ども会交流キャンプが開催されました
少年は町の未来 夢に向かって力をつけよう　～少年教育推進目標～

　７月27日～28日に「子ども会交流キャン
プ～リーダー研修会～」が五鹿山公園キャ
ンプ場にて開催され小学校５年生から６
年生までの８名が参加しました。
　参加した小学生は中学生リーダー(ＣＡＰ
ＴＡＩＮ★ＴＥＥＮＳ)が準備した「スポー
ツレク」や「逃走中？」などを実施。終始笑
い声が溢れ大いに盛り上がりを見せていま
した。
　夕食には「炭火焼ハンバーグカレー」に
挑戦。試行錯誤の末、大変満足のいく仕
上がりとなり、「おいしい」「また作りたい」といった声もありました。最終日はフォトスタンドを作成。集
合写真を入れて思い出として持ち帰りました。
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第47回湧別町民大学を開催します～１回目は９月27日（水）
成人は町の大黒柱　すすんで地域に携わろう　～成人教育推進目標～

　コロナ禍になって三年余りが過ぎました。その間、社会活動は停滞し、当たり前だった日常が、こ

んなにも脆いものだったのだと実感させられました。

  私自身この間に体調を崩し、感じたのは“人の身体と社会の類似性“です。普段意識していない

体内での生命の活動が正常に働いているから健康でいられるように、社会も様々な人々 が、社会を

維持するために働いているから、意識せずに日常を送れていると言う当たり前のことに、改めて気

づかされました。　

　昨今は健康ブームで、身体に良いというとみんな興味を持ちます。社会教育は、学校で勉強する

教科の様なものではないので、何をすれば良いか、なかなか分かりずらいのですが、社会の健康を

どうしたら維持できるか、どこか弱っているところは無いか、一緒に考えていく事だと私は考えます。

湧別町という身体を健康に保つために、どうか一緒に考えて下さい。

社会教育委員長　深谷　聡

１５３「社会教育委員さんのある一日」

　生涯学習講座「湧別町民大学」第１回目は、元ＮＨＫアナ
ウンサーでスポーツ実況アナウンサーとして活躍された山本
浩さんをお迎えし、「実況席からの日本のスポーツ～スポー
ツがつくるまちづくり～」をテーマに講演いただきますので
ご期待ください。

（湧別町公式ホームページ内サイト）

■会　場：湧別町文化センターＴＯＭ　

■時　間：各回とも午後７時開講

■対　象：一般（町外の方も受講できます）

　　　　　※小中学生も受講できますが、成人の同伴

　　　　　　が必要です。

■受講料：全５回共通　  １,０００円

         　　 １講座のみは　   ５００円

　　　　　※小中学校ＰＴＡ会員・高校生以下無料

■申込み：８月９日（水）受付開始

■お問い合わせ：湧別町民大学実行委員会事務局

　　　　　　　（社会教育課内）

　　　　　　　  ℡０１５８６-５-３１３２
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“くすりに関する研修会”チューリップ生きがい大学が講演会を行いました。
高齢者は町の知恵袋　豊かな経験を地域で生かそう～高齢者教育推進目標～

　チューリップ生きがい大学では
７月11日に講演会を実施。チュ
ーリップ生きがい大学生41名が
参加しました。
　生きがい大学の４回目の活動は
「日本赤十字北海道看護大学出前
公開講座」として、同大学の根本
昌宏教授を講師にお迎えし「『く
すり』に関する基礎知識から最新
のトピックス」と題した講演会を
行いました。難しくなりがちな話
を、資料をもとに分かりやすく話
していただきました。講演テーマ
が、多くの高齢者にとって身近な
「くすり」とあって、出席した学
生たちは真剣な表情でメモを取りながら熱心に受講しました。
　くすりの形が効果のあらわれる時間と関係していることや、自分用の調剤薬は似たような症
状でも決して他の人に飲ませてはいけないこと、痛みを抑えるくすりでも患部によって服用し
て良いものと悪いものがあることなど有益な情報を多く得ることができました。また、「全国
的に医療費が増えており、医療費を下げるには、皆さんが健康でいることが大切です。特に北
海道では喫煙率も高く、肺がんの罹患（りかん）率は全国トップです。禁煙することも医療費
を下げるポイントです。薬を必要としない健康を維持しましょう。」と話されました。学びの
多い講演会となりました。
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　【開館時間】１０：００ 〜 １８：００　
　【貸出冊数】ひとり何冊でも借りられます。　【貸出期間】２週間
　【連 絡 先】中湧別図書館　電話　2-3150　 湧別図書館　電話 5-3122
　　　　　　　lib-n@town.yubetsu.lg.jp        　lib-y@town.yubetsu.lg.jp

9 月の図書館休館日
　　9月4日（月曜日）、11日（月曜日）、18日（月曜日）、25日（月曜日）

＊図書館休館日に返却される方は、玄関にあるブックポストをご利用ください。

我が町自慢の「本のお医者さん」
図書館は町民の憩いの場　みんなで学び楽しもう～図書館活動推進目標～

　先月、「ぼくは本のお医者さん」という新刊が入り
ました。
　ページを開くと、「人の体を治すのは、お医者さん。
それなら本を直すのは、本のお医者さん、『ブックス
ドクター』です。」と、この本の主人公、齋藤英世さ
んの歩んできた道のり、本への愛情を知ることがで
きました。
　知ってましたか。本のお医者さんにも「カルテ」が
あるんです。壊れた本を診断し、どうやって直していくか、どこまで直したか、「カルテ」に書き込むんです。
そうやって一冊一冊、人が元気になるように、本もまた、誰かにまた読んでもらえるよう元気になります。
　そうそう、我が町にも本のお医者さんがいますよ！毎週水曜日（13：30～15：00）、湧別図書館で活
動している「本の修理ボランティア」の皆さんです。（写真右上）普段、図書館や学校の壊れた本を修理
していますが、もし、皆さんのお家に思い入れのある壊れた本があれば、我が町自慢の本のお医者さん
を頼ってみてはいかがでしょうか。湧別図書館が窓口となり、ご相談を受けますのでお気軽にお声かけ
ください。

中湧別図書館「読み聞かせ会」を再開します！
　中湧別図書館の「読み聞かせ会」を下記のとおり再開します。ボラン
ティアによる個別の「読み聞かせ」も行いますので、親子でご参加いた
だいたときは、お子様とボランティア・メンバーの交流中、ゆっくりと
本を選んでください。

【日　　時】９月２日（土）再開！（毎月第１土曜日、第３土曜日に開催）
　　　　　　13：30～14：00
【場　　所】中湧別図書館　おはなしコーナー
【対　　象】０歳児～小学校低学年
【ボランティア】りんごっこ、湧別高校ボランティア部
【そ の 他】「読み聞かせカード」を発行します。読み聞かせ終了後、「読み聞かせカード」に
　　　　　　シールをはります。10個たまると「プレゼント」がもらえます！

毎週水曜日
湧別図書館で活動しています！
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　遺跡の発掘調査を行う際、昔の自然環境を調べる「古環境調査」も一緒に行うことがあります。
当時の人の暮らし（衣食住や生業など）を明らかにするための情報が得られるからです。今回は古
環境調査の一つ、珪藻分析（けいそうぶんせき）を紹介します。

遺跡と古環境 シブノツナイ周辺の古環境を調べる

　編集発行…湧別町教育委員会 社会教育課　〒099-6404 北海道紋別郡湧別町栄町 219-1
　　　　　　　https://www.town.yubetsu.lg.jp/
　印　　刷…中湧別印刷（中湧別南町）発　　行…令和 5年 7月 25日
　記事へのお問い合わせは下記へ
　　＊社会教育課社会教育グループ…電　話：01586-5-3132　ＦＡＸ：01586-5-3710
　　　　　　　　　　　　　　　　　メール：shakyo@town.yubetsu.lg.jp
　　＊湧別図書館………………………電　話：01586-5-3122　ＦＡＸ：01586-5-3256　
   　＊中湧別図書館……………………電　話：01586-2-3150　ＦＡＸ：01586-2-3190　
　　＊ふるさと館 JRY…………………電　話：01586-2-3000　ＦＡＸ：01586-2-3200
　※湧く湧くで紹介する事業の予定は、今後の社会情勢によっては、中止や延期となる場合もあります。ご了承ください。

湧別町生涯学習情報「湧く湧く」2023年 8月号　№163

　植物プランクトンの一種（単細胞生物の藻類）である珪藻に
は、大きく２つの特徴があります。
【特徴１】細胞が珪酸質（ガラス質）の堅い殻に覆われており、
　　　　堆積物中に残りやすい。
【特徴２】多量に存在し、種類ごとに形が異なる。また、様々な
　　　　環境に適応した種がそれぞれ存在している。
　以上の特徴から、堆積物中の珪藻の種類を調べることで、そ
の堆積物がどのような環境にあったものなのか、特に水域環
境を特定することができます。
　シブノツナイ竪穴住居群の発掘調査では、遺跡の東西にあ
る低地（下図）で採取した珪藻を分析しています。低地が過去
に陸域だったのか水域だったのかを明らかにすることで、530
基もの竪穴住居群がここに形成された理由を解き明かせる可
能性があるからです。

　令和４年度は東部低地で採取した珪藻の分析を行い
ました。確認できた珪藻は汽水、または汽水から淡水で
生息するものだけでした（上写真）。竪穴群東部の低地
は川や湖沼のような場所だったと考えられます。
　今年度は西部低地で珪藻を採取し、分析を行う予定
です。少しずつ、遺跡やその周辺の当時の様相が明らか
になってきています。今後の報告にご期待ください。
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湧別町ふるさと館 JRY・郷土館8月号

埋蔵文化財シリーズ69

シブノツナイの発掘調査で確認された
珪藻化石の写真と種名一覧

シブノツナイ竪穴住居群の平面図

令和５年の
調査対象

令和４年の
調査対象


